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従来の incomedistribution (所得分配)に対する neo-classicaltheory 
の apprachの特徴は，1.所得分配を価値判断の問題として真正面から取
組まなかったこと， 2.ヘ、わゆる e伍ciency 効率)の問題を所得分配の
問題から切離しうるものと理解していたことに代表されるのが・般的であ
る心
このような neo-classicaltheoryに対する批判はそのまま 2つの特徴
に対して向けられているJ つまり 1つは， いかなる分配が“distribution
justice"であるが明示することができないし 2つは， e伍clencyと dis-
tributionとは分離することができない，という批判であるこ
classical theory においては distributionの問題が economicsの maln
subjectであったが， neo-classical theoryにおいては secondaryimpor-
tanceに代わってきた。
しかしながら，今日の土地投機， inflationによる悪分配や，都市，公害，
医療などの公共の問題に伴って， distri butionの問題が再び economicsの
malll lmportanceとなってきていることは事実であるQ
それにもかかわらず，希少な財の諸用途への効率的な配分を研究する
学問」とする Robbinsの定義にとらわれている economistsの間では，
この分配問題の今日的課題に対して，かならずしも beautifulanswerを
与えていない口
この noteでは incomedistri bution theoryをめぐる諸理論を income
distributionとoptimaldistributionの2つに分けて simplicityに展望す
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ヅf:土生政物が producti ve factorの pos-つまり，ることから貴台める。
sessor (保有者)間にどのように分配されるかを明らかにする分析であり，
他方は，いかなる分配が optimumであるかを問題とするものである。
分配と公正についての諸理論(1) 
marginal Productivity---Ricardo. Dに始まる O 彼は marginal(A) 
principleによって Fig.1.の Rentがまず決定することを説明し，次に
neo-classical theory によるしヵ、しなヵ:ら，を説明した。Pro五ts-Wages 
marginal productivityにおける explanationorder (Fig. 2.) は Ricardo
とは逆になっているc
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Assumption: 1. ful employment. 
Ricardo (Fig. 1.) 
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princi ple， wages は themalthusian theory of population，そして，利
潤 (pro五ts)は残余というように productivefactorの価格をそれぞれ
別個の原理で説明している O これに対して marginalproductivity theory 
では逆に marginalprinci pleが先ず Fig.2.の空白 (OBAM)を説明す
るO そして，すべての生産要素の価格は限界生産力原理によって説明され
るO
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次に， Fig. 2.のように rentと labourとの 2つの生産要素を考え，
rentを一定とする O いま労働者を増加させると収穫逓減が働き，労働者
の限界生産物は低下するO 労働者数が OMとすると，その限界生産物は
MA，この MAが賃金率。その時，総生産物は OCAA乙賃金総額は OB
AM，地代は OCAM-OBAM = BCAo 
(8) Elasticity of Substitution-一一次に人口，あるいは資本増加な
どを原因とする長期的な経済変化が起った場合，限界生産力論の立場から
近代的に生産関数の問題を取り入れたのが Hicks，J. R.である O 彼によ
ると， elasticity of substitutionとは“可変的要素が他の諸要素と代替さ
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れうる容易さの尺度"とされているo {反に， capital と labour の two
factors modelとすると，次のような式が展開されるO
Assumption: 1)競争均衡へ成立 2)技術進歩が L，Kの限界生産物
に与える効果は不明 3)生産に対する土地の制約は無
視 4)規模に対する収穫逓増は生じない 5)生産関数
は L，Kについて 1次同次。
今，国民所得を Y，労働 L，資本 K，技術進歩を表わすパラメーターを
tとすると，生産関数を Y=f(L， K， t) と書ける O
Assumption， 2)， 3)， 5)すなわち K と L が比例的に増加すれば‘
Y もまた同ーの比例で・増加する O そこに限界生産力原理が妥当するなら
ば， L，Kに対する報酬率 'LfJ， rはそれぞれ L，Kの限界生産物に等しい
から次の仕)式の関係が成立する O
model: 
14YBY BY -一一 一一一一一 θL' ，-8K -・(1)
assumption 5. によって。Y F 8Y 
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ω式から労働の分配率の増減は ωL/rKの増減と方向を同じにすること
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A(手会)=C1-Es)A (判定)
以下図説すると，
w 
r 
O A 
Fig.3 
上式によって 3つの命題が生じる。
L 
K 
-・・・(6)
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1) Es>lの時下の減少が労働の分配率を高め， 2) Es= 1の時ダの変
w 
化にかかわらず分配率は一定， 3) Es<lの時 の減少が労働の分配率をr 
低下させる O
(C) The Keynesian theory--Kaldor. N.や Robinson.D によっ
て展開されたもので， 限界生産力論に critical な立場をとっている O
Kaldorは Keynesの multipliertheoryを fullemploymentのもとでの
所得分配の説明に用いている。
Assumption: 1. ful employment. 2. saving (S)=investment (1). 
3. total income (Y) 
Y三 W十P
I==.S 
S ==.Sw+Sρ 
1九TritingδωandSρfor aggregate 
saving out of Wages and Profits. 
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Taking investment as given， and assuming simple proportional saving 
functions Sw = sw W and Sρ=sβP. 
J=sρP+swW=sρP+sw(Y -P)=(st-sw)P+swY 
よ=ω-州予+sw -・・ (2)
P 1 J sw 
y-sρ-sw Y sρ-sω -・(3)
ここに Kaldorの mainequationが導かれるよ equation(3)によって
P"J yv土yに依存していることが明らかである O ここに Kaldorが distribu-
tion shareの決定に neo-classicaltheoryの marginalproductivityを必
要としない groundがある O
以上， capitalist market economyにおし、て pro五tsと wagesへの生産
物の分配がし、かに行われるかについて neo-classicalと Keynesianに分け
てごく simpleに展開してきた。
(0) OptimalDistribution-ー そこで，更に次にくるものとして，いかな
る分配が“justice"であるか，いわゆる分配の normativeな側面を問題に
していくことにしよう。 Pigou，A. c.， Lerner， A. P.， Hochman， H. M.， 
Harsani， J.C.， Sen， A. K. そして Rawls，J.と多くの人たちによって最
適分配の理論は構築されている O
注)
ここでは Rawls の“DistributiveJustice"， 1964に沿って分配への
戸こ に
approach を考えてみる O 例えば，経済が~氏と B 氏の 2 人だけで成立
しているとすれば， 2人の間で可能な分配方法の全体は Fig.4.の curve
で表わされるO
7て C
Assumptions: contribute one's share to national product Aく:J.
注) Lawlsは「公正」を justic巴 asfairn巴s と理解している。そしてそれは，社会
の最も不利な(ミニマム〉な立場におかれた人々の所得を最大(マックス〕にする
分配状態が公正であるとしている。
C 
氏
I 
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2人の生産物を合わせたものが nationalproductで，これは分配され
た2人の所得の和に equalである臼この curveを分配可能曲線と呼び，
問題点はこの curveのどの線上が“Distributive J ustice"を表わしてい
るかということである O 均等分配線は右上りの45度線 (IF=Ic)， それが分
配可能曲線と交わる点 E で表わされる O 更にこの curveを仮定すると，
τ二〈
所得分配は不均等であるが， .，.の 2氏の所得を同時に引上げるような
分配方法，つまり点 E により pareto的にすぐれた分配方法が curve上
亡
のどこかにあるD それが R。すなわち点 Eで B氏に有利に分配を変更
と
すると，その結果 Relative に有能な B 氏の労働の質が向上し，その
contribution によって， national productが増大し，』af氏もその share
注〉
にあずかることができる O
他方， neo-classical theoryにおける分配に関する normativeな議論は
market mecanisumを通じて分配すべき nationalproductを maxにす
ることである。またその分配に関する balanceの調整については taxesや
注) national productを maxにするとL、う neo-classica!の normatlveな論議か
らすると， point M が optlmamな分配点となる。 point~は所得水準線と分配
l叫可能性曲線の接点として与えらたる。
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subsidyの combinationを変えることによって解決する口
しかしながらこニで問題となるのは， Fig. 4. によって pointM で
(Ip十Ic=Y)が maxになっているとすると，この point1¥1においてのみ
分配を変えても nationalproductは変らないという neo-classicalの論議
が成立するO また，分配調整の手段と」;て taxes，su bsidyの combina!.ion
を変えることによって pointM を iiに有利にしようとすると，s氏
の労働意欲は減退し， national product 自体が減少する O これについて
Rowlsは maximumprincipleに代わる justice princi pleとして，社会
の mlll1mUmな立場におかれている人たちの所得を maxlmumにするこ
とを提唱しているo Fig. 4.からすると，その“justice"の基準は point
R にあたる。
(2) 検討と研究への視座
“有|製の資源、をいかに有効に配分するか"Robbins，“制約条件つきの最大
化問題"Samuelson，に代表される neo-classicalの経済学が分配の問題を
軽視したために，現実との relevanceを失った，と断言することができる
かどうかは別としても “distri bution j ustice" については neo-classical
economlcsが議論をすすめていなかったことはかなりの人々が認めてい
るO 経済学にもっともなじんでいた Paretionoptimumの基準にしても，
所得分配については非常に弱L、価値判断にすぎなし、。
今日，経済学が分配とその公正の問題について功績をあげうるとすれ
ば，価値判断を明示した理論を展開しなければならないというのが大方の
見方であるが，それにはかなりしっかりした実証研究が必要で、あることは
いうまでもない。
近年国際的にも圏内においてもかなりの文献が分配率の理論と実証をま
とめている O ここにいくつか紹介すると，
理論の体系化においては 1973年に H.G. Johnsonが著した， j-The 
Theory of Income DistributionJが優れているO 簡単な目次を紹介する
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と，序論で分配理論の簡単な流れ， 2.分配と成長の RicardianApproach， 
においては長業部門の RicardianModel. 3と4とで Post-Ricardian
Theory. 5. the Marginal Productivity Theory. 6. the Elasticity of Sub-
stitution，-one-sector-. 7と8とで to-sectormode1. 9. the Theory of 
Rent. 10. the Theory of Wages. 11. Capital and Interest，-Wicksellian 
mode1. 12. Fisher Model. 13. Investment Theory. 14，と15で， Models 
of Economic Growth，-Harrod， ~eo-classical ， Cobb-Douglas， General 
Case-一， 16. Functional Shares in Income Distribution，-Kalecki， Kaldor. 
17. Personal Income Distribution. 18. Inequality of Income Distribution 
and the Povertv Problem. 
この淳書は経済学の 5冊からなる教科書シリーズの第3冊目で Gray-
MiLLs Publishing Ltdから出版されたものである。またli]際問の所得分
配を扱ったものとしては次の 2冊が優れているo 1974年の M.Schnitzer 
の著書iIncomeDistributionJは所得分配についての概要から書かれてい
て，大きく 2つに分けられているo 1つは資本主義市場経済における所得
分配の理論であり 2つには社会主義下における所得分配理論である C
前者においては MarginalProductivityの概念からはじまって，資本主
義と福祉国家，あるいは組税政策と所得分配など，また政府支出の子段に
よる所得の再分配について，後者においては，所得分配のマルクス理論に
はじまり，社会主義政府支出における所得決定，また所得格差の問題で、占
められている司このような理論的展開の後に， 2. アメリカ合衆国， 3. ス
エーデン， 4.西独， 5.東独， 6.英国， 7. 日本，の1闘で実証分析がなさ
れている心ミの出版は PraegerPublishers， New Yorkであるふ
次の 1冊は1975年に North-HollandPublishing Companyが出版した
]. Tinbergenの著書 ilncomeDistributionJである。これは実証分析か
らはじめながらその中で、理論的説明を加えるという展開であるo 1.序に
おいてこの著書の特徴と目的 2.西側諸国における所得分配の趨勢，
3. Some examples of “price equations" -cross-section studies， two time 
serIes tests， 4.Supply factors and utility or welfare， 5.Demand factors 
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and the production function，-Cobb-Douglas， elasticities of substitu-
tion-， 6.the Race between technological development and education， 
7. Actual， feasible and optimum income distribution， 8. Equitable 
income distribution， 9.Income distribution policies. ここにおいて，今
目的研究から派生する所得分配における将来のプロポーザルを展開すると
ともに， 10.において，今日の研究における主な貢献と，将来更に必要な
研究と調査のあり方について述べている〕
この 3点が比較的まとまった内容構成をもっているものとして紹介され
る。この他にも， W. A. ELtis， IGrowth and DistributionJ 1973，では，
1. neo-classical and neo・keynesiangrowth theory， 2.A Model of equi-
librium growth， 3.Disequilibrium growth，の構成でまとめたもの，ある
いは， M. Bronfenbrenner， r-Income Distribution Theory j， 1971，では，
1. The Disputed Importance of Distributionに始まり，賃金，雇用，そ
して ClassicalInterest Theory， Monetary Interest Theory，更に， Two 
Theories of Rent，また， Normal Rofitsとつづいて，巨視的分配理論の
まとめ，という順で構成されている O また， Thomas. starkの著書， rThe 
Distribution of Personal Income in the United Kingdom 1949-1963.j， 
1972，も実証分析としては比較的内容があるコ
日本の場合においては多くのl論文はあるが，上記のようなまとまった文
献はこの近年には出版されてない。その中で，カルダ、ー著，富田訳， Iマ
クロ分配理論J，学文社， 1973，と実証分析においては横井弘美著「所得分
配率の理論と実証j，日本評論社， 1970，がある O しかしながら国内にお
いて分配とその公正の問題が低調というのではなくて，多くの雑誌の中で
激しく議論されている O その中で特徴的な流れを追うと，昭和30年代から
40年代の経済成長に伴って日本特有の二重構造下での賃金格差が是正され
てきたというのが一般的な見方であった。しかしながら，その後のインフ
レ，公害の問題が表面化することによって，いわゆる隠れた形の不平等が
進行し，土地などのキャピタル・ゲイン (capitalgain)が大きくなること
によって資産保有に伴う分配の不平等化の傾向が問題となってきている O
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この研究について，新飯間 宏氏(横浜国立大学)， 日本経済新聞，昭和
47年 7月15日の報告によると，フロ一面の分析を通して，昭和40年以降を
基調に労働への分配率は上昇L，更に階層別の所得も平準化していると報
告しながらも，ストッグ面への影響として貯蓄分布が不平等化し，高所得
層において実物資産をふやす結果をまねいていることを明らかにしてい
る。しかしながら，この報告から 3年を経過した昭和50年 8月，経済企画
庁の「所得分配に関する研究会」において馬場啓之助氏は所得分配が昭和
44年ごろを境にして均等化の傾向が停滞に向かっている， と報告しなが
ら，その解説の中で，総理府統計「家計調査」においては49年度において
均等化傾向が逆転していることを認めている O これは Stagflationに由来
するものであり， Stagflationは分配の均等化傾向の停滞にとどまらず，不
均等化への転換を表示するものと考えて，新しい段階を加えたことを認め
ているO このように，国内，国外において“分配とそのの公正"の問題は
新しい段階にさしかかってきている O そういう中で， K. Bouldingの2冊
の著は新しい光を投げかけてくれるかもしれなし、。(1)， iThe Economy of 
Love and Fear--A Preface to Grants Economics-J， 1973， Wadsworth 
Publishing Company. (2)， iRedistribution to the Rich and the Poor-一
the grants Economics of income distribution-J 1972， Wadsworth 
Publishing Company. 
これら著書においてK.Bouldingは伝統的な経済学が主として交換と，
それを基礎にして市場システムのみを研究してきた。しかしながら現在の
ように社会が多様化した中ではそれだけで、は充分で、なくなってきている。
そこに彼は Grants (贈与)の概念でもって新しい経済概念を登場させた
のであるG そこに権力や所得，そして富の分配の問題に充分な解答を見出
そうとしているのであるo (これらの文献についての書評は後日に報告す
る)
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